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「怪獣実見譚」『お伽テーブル』所載
― 恐竜を追いかけて ―
藤 元 直 樹

国立国会図書館の蔵書から

一
九
〇
九
（
明
治
42
）
年
に
十
二
人
の
作
家
と

十
二
人
の
画
家
を
集
め
て
刊
行
さ
れ
た（

１
）木
村
小
し
ょ
う
し
ゅ
う舟

（
定
次
郎
）
編
の
『
お
伽
テ
ー
ブ
ル
』
は
、「［
巌い

わ
や谷

小さ
ざ
な
み波
］
先
生
の
門
下
や
友
人
の
諸
氏
が
、
各
一
篇
の

お
伽と

ぎ
ば
な
し噺
を
新
作
と
し
て
、
一
冊
と
し
た
も
の（
２
）
」
で
、

巌
谷
が
開
拓
し
た
新
時
代
の
児
童
読
物
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
と
も
言
う
べ
き
書
物
で
あ
る
。
今
回
注
目
し

た
の
は
そ
の
中
の
一
篇
、
怪
獣
の
挿
絵
が
印
象
的
な

押お
し
か
わ川
春し
ゅ
ん
ろ
う
浪
に
よ
る
「
怪
獣
実
見
譚
」
だ
。

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
旅
行
家
を
語
り
手
と
し
た

「
生
き
て
い
た
恐
竜
」
の
目
撃
談
だ
が
、
実
は
同
じ

話
は
同
時
期
の
資
料
に
幾
つ
も
見
え
る
。

『
お
伽
テ
ー
ブ
ル
』
刊
行
の
前
年
、
一
九
〇
八
年

六
月
一
五
日
の
『
報
知
新
聞
』
は
「
怪
獣
退
治
―
一

時
間
に
四
十
哩ま

い
るを
走
る
」
の
見
出
し
で
「
四
千
噸と
ん

の

汽
船
を
借
入
れ
本
月
ア
ラ
ス
カ
に
向
ひ
此
怪
獣
を
生

捕
つ
て
直
ち
に
倫ろ

ん
ど
ん敦
に
帰
航
せ
ん
と
計
画
中
」
と
す

る
記
事
を
掲
載
し
、七
月
一
日
発
行
の
『
少
年
世
界
』

が
「
前
世
界
の
怪
獣
」、
七
月
五
日
発
行
の
『
探
検

世
界
』
は
、「
怪
獣
退
治
」
と
し
て
短
報
を
載
せ
て

い
る
。
同
月
発
行
の
『
怪
世
界
』
に
も
「
驚
く
べ
き

怪
獣
退
治
」
の
項
で
同
じ
挿
話
が
見
え
、
翌
八
月
一

日
発
行
の
『
東
西
南
北
』
は
『
報
知
新
聞
』
の
記
事

を
、同
五
日
発
行
の
『
科
学
世
界
』
は
『
探
検
世
界
』

の
記
事
を
転
載
し
て
お
り
、
少
な
か
ら
ぬ
関
心
が
寄

せ
ら
れ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
こ
の
物
語
は
流
布

し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
大
元
は
、
今
日
的
に
は
フ
ェ
イ
ク
・

今 月 の 一 冊

扉

お伽テーブル
木村小舟編 , 博文館 , 明治42(1909), 312p ; 20cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/1170100

田代古崖（1882～1936）による挿絵冒頭部分

1 国立国会図書館月報 771/772号 2025.7/8

https://dl.ndl.go.jp/pid/1170100


ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ
（Georges D

upuy

）
に

よ
る
作
品
で
あ
り
、
仏
語
版
は"Le M

onstre de 

'Partridge Creek.' " Je sais tout,

一
九
〇
八
年 

四
月
一
五
日
号（
３
）、
英
語
版
は"T

he M
onster of  

'Partridge C
reek.' " Strand m

agazine,

一
九
〇
八
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

す
ぐ
さ
ま
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
実
は
押
川
春
浪
版
の
登
場
以
前
に
も
、

ヂ
ヨ
ー
ヂ
ヂ
ユ
パ
イ
「
パ
ー
ト
リ
ツ
ヂ
入
江
の
怪

獣
」『
科
学
世
界
』
臨
時
増
刊
科
学
叢
書
第
三
編
、

一
九
〇
八
年
八
月
、
堀
内
新
泉
「
前
代
未
聞
前
世
界

怪
獣
目
撃
談
」『
探
検
世
界
』
一
九
〇
九
年
一
月
と

し
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

物
語
は
、
一
九
〇
八
年
一
月
二
四
日
に
前
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
「
怪
獣
」
に
遭
遇
し
た
と
い
う

同
年
一
月
一
日
付
の
宣
教
師
ラ
ヴ
ァ
ノ
ー
の
手
紙
を

受
け
取
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
遡
っ
て
、
自
身
に
よ

る
目
撃
談
へ
と
筆
が
進
め
ら
れ
る
。
あ
っ
と
い
う
間

に
姿
を
く
ら
ま
し
た
恐
竜
を
追
跡
す
る
た
め
、
デ
ュ

ピ
ュ
イ
は
ド
ー
ソ
ン
市
に
赴
い
て
五
十
人
の
武
装
集

団
を
募
ろ
う
と
す
る
も
、
信
用
を
得
ら
れ
ず
、
地
元

新
聞
に
「
ポ
ー
の
競き

や
う
て
き敵」
と
題
し
た
嘲
笑
的
な
記
事

が
出
さ
れ
た
と
い
う
結
末
で
あ
る
。

本
当
に
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
の
か
と
調
べ
る
と
、

関
連
記
事
は
存
在
す
る
が
、
全
て
デ
ュ
ピ
ュ
イ
作
品

の
後
追
い
で
、
し
か
も
話
は
尾
ひ
れ
付
き
で
あ
る
。

確
認
で
き
た
最
初
の
記
事
は
一
九
〇
八
年
五
月
九

『探検世界』6(3), 明治41（1908）年9月
表紙絵「古代巨大動物のアラスカ出現」
https://dl.ndl.go.jp/pid/11186830/1/1（モノクロ）

堀内新泉「前代未聞前世界怪獣目撃談」『探検世界』7(2), 明治42（1909）年1月　
大野静方（1882～1944）による挿絵
https://dl.ndl.go.jp/pid/11186835/1/23

「怪獣退治」『報知新聞』明治41（1908）年6月15日 4面　＜YB-18＞
米国サンフランシスコの日系新聞『新世界』は7月8日に同記事を転載する。湯本豪一編『明治期怪異妖怪記事資料集成』国書刊行会, 2009にも採録されている。
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日
付
の
米
国
紙Evening star

に
掲
載
さ
れ
た
フ

ラ
ン
ス
発
信
のEnglish noblem

an on a secret 

expedition to A
lask （

４
）

a

。
英
国
で
は
米
国
発
の
配

信
記
事
と
し
て
、
主
に
五
月
二
十
日
か
ら
六
月
上
旬

に
各
紙
に
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る（

５
）。
こ
れ
が
更
に
英
国
植
民
地
の
新
聞

へ
も
配
信
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
各
国
立

図
書
館
の
各
歴
史
的
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

６
）で
確
認
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
過
去
紙
面
の

全
文
検
索
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
研
究
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
様
々
に
楽
し
め
る
も
の
な
の
で
、

お
試
し
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
載
さ
れ
た
範
囲
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
六
月
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
七
月
に
記
事
が
届
い
て
お
り
、
八

月
い
っ
ぱ
い
、
各
紙
へ
の
転
載
は
続
き
、
そ
の
多
く

に
加
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
目
撃
談
を
受
け
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
公
が
密
か
に
恐
竜
狩
り
を
計
画
し
て

い
る
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。

『
報
知
新
聞
』
の
記
事
の
「
生
捕
り
」
云
々
は
、

こ
う
し
た
「
報
道
」
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
。大

地
を
闊
歩
す
る
巨
大
な
生
物
へ
の
憧
憬
の
念
は

ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。
福
井
県
立
大
学
に

恐
竜
学
部
が
発
足
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
耳
新
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

古
生
物
学
の
発
展
に
よ
っ
て
太
古
世
界
の
想
像
図

ヂヨーヂヂユパイ「パートリツヂ入江の怪獣物語」所載『科学世界』1(臨時増刊/科学叢書第3編)(14), 明治41（1908）年8
月　表紙　https://dl.ndl.go.jp/pid/1501028/1/1　口絵　https://dl.ndl.go.jp/pid/1501028/1/3

Georges Dupuy, "The Monster of 'Partridge CreeK.' " Strand magazine, Vol.36 No.211, 1908 年 7 月
https://archive.org/details/TheStrandMagazineAnIllustratedMonthly/TheStrandMagazine1908bVol.XxxviJan-jun/page/n82/mode/1up

鈴木英四郎 (華僊人) 編『怪世
界　珍談奇話』精華堂, 明治41

（1908）年7月　表紙
仙洞隠士著『世界探険怪奇談』
由盛閣, 明治42（1909）年6月、
同『怪奇談　世界探険』盛陽堂, 
大正7（1918）年2月は同書の
紙型流用本と思われる。
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / p i d 
/885790/1/1（モノクロ）
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が
描
き
出
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
異
形
の
存
在

と
実
際
に
対
峙
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
は
、
明
治

期
か
ら
連
綿
と
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。

今
日
『
お
伽
テ
ー
ブ
ル
』
を
手
に
取
る
人
も
、
そ

の
多
く
は
「
恐
竜
」
に
惹
か
れ
て
、
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

1　参加者の顔ぶれは、巌谷小波＋橋本邦助、西村渚山＋太田三郎、沼田笠峰＋岡野栄、押川春浪＋田代古崖、
海賀変哲＋久保田金仙、高野斑山＋名和永年、竹貫佳水＋山村耕花、武田桜桃＋山中古洞、黒田湖山＋佐
藤生巣、久留島武彦＋木村光太郎、福田琴月＋宮川春汀、木村小舟＋杉浦非水。他に序文箕作元八、口絵
武内桂舟、表紙高村真夫。当館所蔵本は再製本されており元表紙を欠く。

2　木村小舟「小波先生お伽二十年史」巌谷小波 著 , 木村小舟 編『小波お伽百話』博文館 , 明治 44（1911）
 　 https://dl.ndl.go.jp/pid/1919797/1/541
3　Gallica（フランス国立図書館）所載　https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1029821/f421.item 
4　Chronicling America（米国議会図書館）所載 https://chroniclingamerica.loc.gov/lccn/sn83045462/1908-

05-09/ed-1/seq-23/#date1
5　British Newspaper Archive <https://www.britishnewspaperarchive.co.uk/> で検索可能。ただし記事自体

の閲覧は有料。
6　NewspaperSG（シンガポール国立図書館委員会）https://eresources.nlb.gov.sg/newspapers/
  　Trove（オーストラリア国立図書館）https://trove.nla.gov.au/search/advanced/category/newspapers
  　Papers Past（ニュージーランド国立図書館）https://paperspast.natlib.govt.nz

「お伽テーブル」の広告『実業少年』 3(6), 明治42(1909)年5月　巻末
https://dl.ndl.go.jp/pid/1785349/1/41
タイトルの由来にちなんだ宣伝文句が軽やかに謳われている。

目次
朱色のテーブルのような楕円形の上に目次が放射状に配置されている。

『お伽テーブル』というタイトルにはどのような意味が
こめられていたのであろうか。本書の序文によれば、こ
の一風変わったタイトルは、ヨーロッパに広く伝わるアー
サー王伝説の円卓の騎士（当時は「武士」と訳された）
に由来している。

アーサー王は、その結婚に際して、王妃の父から円卓
が贈られた。円卓の中心にはアーサー王とその王妃が座
る席があり、左右に6席ずつ合わせて12席、アーサー王
の部下である勇敢な騎士たちが座ることを許された席が
配置されている。アーサー王は、12人の気位の高い騎士
たちの意見を平等に扱うため、常にこの円卓を用いて会
議を行ったとされる。

本書の編纂の協議をするために、巌
い わ や

谷小
さざなみ

波（1870-1933）
を中心に茶話会を開いた際、その席上に大きな朱塗りの
円卓があり、それを囲みながら相談したという。それで、
即座に『お伽テーブル』というタイトルを定め、アーサー
王の騎士に倣って、執筆の文士を12名としたというので
ある。

本書の広告文は次のとおり。「天より降りしか地より湧
きしか、ここに一個の円卓あり、名づけてお伽テーブル
と云ふ、大

おおき

さ太陽に及ばずと 雖
いえども

和気六合に充つべく、之
に従ふ文界の明星、十指に餘

あま

ること二、思ふ昔しアーサー
王の朝廷に、卓を囲みし豪傑十二名と註せられ、当時円
卓の武士とし聞かば、人々畏敬の念を起せしとかや、之
は円卓の武士にはあらで、お伽文壇の文士の団

だんらん

欒、お伽
テーブルの名を聞かば、天下百万の少年少女は吾も吾も
と走せ進じて、忽

たちま

ち可憐の人山を築き、喝釆の声、拍手
の響、地下のアーサーの眠や覚さん、吁快又快！！！」

序文を執筆した西洋史学者の箕
みつくり

作元
げんぱち

八（1862-1919）は、
「十二人の文士が、各々筆に花を咲かせた此の書物が、如
何に日本の少年社会に歓迎され、そして如何に家庭の趣
味を増進するかは、確かに円卓の武士の功に優ると信ず
るのである。」と結んでいる。

『お伽テーブル』タイトルの由来

4国立国会図書館月報 771/772号 2025.7/8

https://dl.ndl.go.jp/pid/1919797/1/541
https://gallica.bnf.fr/ark:/12148/bpt6k1029821/f421.item
https://chroniclingamerica.loc.gov/lccn/sn83045462/1908-05-09/ed-1/seq-23/#date1
https://chroniclingamerica.loc.gov/lccn/sn83045462/1908-05-09/ed-1/seq-23/#date1
https://www.britishnewspaperarchive.co.uk/
https://eresources.nlb.gov.sg/newspapers/
https://trove.nla.gov.au/search/advanced/category/newspapers
https://paperspast.natlib.govt.nz
https://dl.ndl.go.jp/pid/1785349/1/41


内外の新聞各紙は、デュピュイの恐竜目撃談に、ウエストミンスター
公が密かに恐竜狩りを計画しているというくだりを付け加えて報じた。

当時の諷刺漫画雑誌『東京パック』の表紙では、恐竜が財政問題に
擬せられ、「西園寺」が恐竜に咥えられている。ちょうど西園寺公望か
ら桂太郎に首相が交代した時である。その脇には「軍

サアベル

刀研
とぎ

　一生懸命
に大軍刀を研いで居る、果たして能く前世界遺物の巨獣を退治し得る
や否や　記者曰、ケツトソーラスは前世界の巨獣長七十尺　此頃アラ
スカに於て其生存せるものを発見し、ウエストミンスター公は之を捕
へんか為に四千噸の船を擬装せり」というキャプションが付されてい
る。

発足したばかりの第2次桂内閣の閣僚たちが巨大な軍刀を研いで、
ウエストミンスター公の恐竜狩りよろしく前世界の遺物である恐竜（前
内閣が遺した財政問題）に立ち向かおうというのである。

生きていた恐竜との遭遇譚の代表作

コナン・ドイル 著 , 新東信 訳『没落の世界』金剛社 , 大正 14（1925）
（上）表紙　https://dl.ndl.go.jp/pid/919093/1/2（モノクロ）
（右）口絵　https://dl.ndl.go.jp/pid/919093/1/6（モノクロ）

生きていた恐竜との遭遇譚の代表作といえば、アーサー・コナン・ドイルの『失われた世界』(The Lost World, 
1912)になろう。こちらはアラスカではなく南米を舞台としている。日本でもストランド・マガジンの連載時から
読まれていたようだが、その名が一気に広まったのは1925年公開のアメリカ映画『ロスト・ワールド』のヒット
による。現在知られる最初の邦訳は『新愛知』の新聞連載「亡なつた世界」（1915年7月27日～9月19日）。単行
本としては1924年の宇月基訳『奇怪の足跡』新栄閣が最古のようだが現物の所蔵機関は見当たらない。それに続
くのがここに示した『没落の世界』で、これもまた稀少な資料である。

『東京パック』4(21), 明治41（1908）年7月　
表紙　https://dl.ndl.go.jp/pid/2779609/1/1

諷刺漫画に描かれた恐竜
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国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の
う
ち
、
資
料
的
価
値
が
高

い
も
の
な
ど
を
「
貴
重
書
」「
準
貴
重
書
」
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
令
和
7
年
２
月
19
日
、
和
漢
書
３
点
を
貴
重
書

に
指
定
し
、
累
計
で
貴
重
書
は
１
３
３
２
点
、
準
貴
重
書

は
８
０
５
点
と
な
り
ま
し
た
。　

（
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
）

第
60
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

諸
しょれいしゅう

礼集　7 巻
< 当館請求記号　WA7-306>

[ 小笠原長時 , 小笠原貞慶 ] [ 編 ]　[ 京都 ]　中嶋久兵衛　寛永 8 [1631]
7 冊　大きさ28.1 × 19.6cm

古活字版　書名は題簽による　無辺無界　毎半葉12行　毎行字数不等
約20字内外　字高22.4cm　版心に丁数を記す　袋綴じ　四つ目綴じ　
栗皮色表紙　表紙左肩に刷り題簽　奥書「小笠原大膳大夫/長時/同 右
近太夫/貞慶/右此一札雖為當家之秘事也/依御執心態記進之候夢々/不
可有他見者也」(通之次第)、「右七礼者雖為當家之秘書依御執/心進之候
不可有他言者也 小笠原」(書札之次第 [下])　元服之次第、萬請取渡次第、
書札之次第 [上]の末尾に補写あり

「通之次第」表紙。題簽は「通之次第」表紙。題簽は
部分的に失われているもの部分的に失われているもの
の、原装・元題簽を残しての、原装・元題簽を残して
いると考えられる。いると考えられる。

　
『
諸
礼
集
』
は
小
笠
原
流（
１
）
の
武
家
礼
法

書
で
す
。「
通か

よ
い
之
次
第
」、「
酌
之
次
第
」、

「
元
服
之
次
第
」、「
萬

よ
ろ
ず
う
け
と
り
わ
た
し

受
取
渡
次
第
」、

「
萬

よ
ろ
ず
し
つ
け躾
之
次
第
」、「
書し
ょ
さ
つ札
之
次
第
」（
2
巻
）

の
7
巻
7
冊
か
ら
成
っ
て
お
り
、
献
上
物

の
披
露
の
仕
方
、
書
状
の
書
き
方
な
ど
、

様
々
な
礼
法
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

初
期
に
は
古
活
字
版（

２
）や
整
版（
３
）が
出
版
さ
れ

て
お
り
、
秘
伝
と
さ
れ
て
い
た
小
笠
原
流

礼
法
書
の
初
期
の
出
版
例
と
し
て
貴
重
な

資
料
で
す
。

　

古
活
字
版
『
諸
礼
集
』
は
、
整
版
で
図

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
箇
所
、
絵
活
字
の
よ

う
に
図
（
枠
）
を
描
い
た
コ
マ
を
共
有
し

て
刷
っ
た
と
見
ら
れ
る
同
一
の
図
が
繰
り

返
し
登
場
す
る
箇
所
が
あ
り
、
古
活
字
版

に
お
け
る
図
版
の
印
刷
方
法
と
い
う
点
で

興
味
深
い
資
料
と
言
え
ま
す
。
古
活
字
版

「通之次第」巻頭。料理の配膳給仕や、食礼に「通之次第」巻頭。料理の配膳給仕や、食礼に
関する故実が記されている。関する故実が記されている。
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1　 小笠原氏（清和源氏の後裔である小笠原長清［1162～1242］を祖とする1　 小笠原氏（清和源氏の後裔である小笠原長清［1162～1242］を祖とする
氏族）に伝わる武家故実から出た兵学、軍学および礼法の流派の一つ。氏族）に伝わる武家故実から出た兵学、軍学および礼法の流派の一つ。

2　 活字（一文字または数文字単位の字型）を組んで印刷されたもののうち、2　 活字（一文字または数文字単位の字型）を組んで印刷されたもののうち、
特に安土桃山時代の文禄年間（1592～1596）から江戸時代の慶安年間（1648特に安土桃山時代の文禄年間（1592～1596）から江戸時代の慶安年間（1648
～1652）にかけて出版されたものをいう。～1652）にかけて出版されたものをいう。

3　版木（文字や絵を彫った板）を用いて印刷されたもの。3　版木（文字や絵を彫った板）を用いて印刷されたもの。
4　   川瀬一馬『古活字版之研究』増補版, 日本古書籍商協会, 1967　　　　　　　　　4　   川瀬一馬『古活字版之研究』増補版, 日本古書籍商協会, 1967　　　　　　　　　
　   上巻p.480　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974633/1/255　   上巻p.480　https://dl.ndl.go.jp/pid/2974633/1/255
　   中巻pp.872-873　https://dl.ndl.go.jp/pid/2972407/1/108　   中巻pp.872-873　https://dl.ndl.go.jp/pid/2972407/1/108
5　 当館では本書のほかに②元和寛永中刊12行本<当館請求記号 WA7-166>　5　 当館では本書のほかに②元和寛永中刊12行本<当館請求記号 WA7-166>　

https://dl.ndl.go.jp/pid/2605254及び③寛永中刊13行本<当館請求記号 https://dl.ndl.go.jp/pid/2605254及び③寛永中刊13行本<当館請求記号 
WA7-151>https://dl.ndl.go.jp/pid/2606871を所蔵するが、いずれも端本。WA7-151>https://dl.ndl.go.jp/pid/2606871を所蔵するが、いずれも端本。

の
伝
本
は
①
慶
長
元
和
中
刊
12
行
本
、
②

元
和
寛
永
中
刊
12
行
本
、
③
寛
永
中
刊
13

行
本
、④
寛
永
中
刊
13
行
本（
小
型
活
字
）、

⑤
寛
永
8
（
１
６
３
１
）
年
刊
12
行
本
に

大
別
さ
れ（

４
）、
い
ず
れ
も
7
冊
揃
い
の
伝
本

は
稀（

５
）で
す
。
本
書
は
こ
の
う
ち
⑤
に
当
た

り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
端
本
を
含
め

⑤
の
伝
本
を
所
蔵
す
る
機
関
は
他
に
確
認

で
き
ま
せ
ん
。
①
～
⑤
の
出
版
の
先
後
は

現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本

書
は
別
種
の
古
活
字
版
『
諸
礼
集
』
と
版

木
を
共
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
①

～
⑤
の
影
響
関
係
を
紐
解
く
手
が
か
り
に

な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

本書（右）と元和寛永中刊12行本図（左）を見比べると、図や字形に明確な違いが見られず、版木を共有している可能性がある。本書（右）と元和寛永中刊12行本図（左）を見比べると、図や字形に明確な違いが見られず、版木を共有している可能性がある。

欠けが一致しており、欠けが一致しており、図（枠）を描いたコマを共有して刷ったと見られる箇所

「通之次第」巻末（奥書・刊記）「通之次第」巻末（奥書・刊記）

本書 「元服之次第」第3丁裏～4丁表に挿入された整版図本書 「元服之次第」第3丁裏～4丁表に挿入された整版図  元和寛永中刊12行本の「元服之次第」第3丁裏～4丁表に挿入された整版図  元和寛永中刊12行本の「元服之次第」第3丁裏～4丁表に挿入された整版図
 <当館請求記号 WA7-166>　https://dl.ndl.go.jp/pid/2544524/1/5 <当館請求記号 WA7-166>　https://dl.ndl.go.jp/pid/2544524/1/5

「書札之次第」［下］第4丁表「書札之次第」［下］第4丁表 「書札之次第」［下］第3丁表「書札之次第」［下］第3丁表
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本
書
は
、
中
国
の
禅
僧
・
大だ
い
え慧
宗そ
う
こ
う杲

（
１
０
８
９
～
１
１
６
３　

諡
号
・
普
覚

禅
師
）
の
書
簡
集
で
、
門
下
の
士
大
夫
等

の
質
問
に
応
え
て
臨
済
宗
の
要
旨
を
説
い

た
書
簡
26
編
を
収
め
て
い
ま
す
。
寛
永
年

間
に
京
都
の
書
肆
・
中
村
長
兵
衛
に
よ
り

古
活
字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
活
字
版
『
大
慧
普
覚
禅
師
書
』
の
伝

本
は
①
無
刊
記
（
大
東
急
記
念
文
庫
、
石

川
武た

け
よ
し美
記
念
図
書
館
成せ
い
き
ど
う

簣
堂
文
庫
所
蔵
）、

②
無
刊
記（

６
）（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所

蔵
）、
③
中
村
長
兵
衛
版
（
大
東
急
記
念

文
庫
所
蔵
）、
④
中
村
長
兵
衛
版
（
大
東

急
記
念
文
庫
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所

蔵
）の
４
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、

本
書
は
そ
の
う
ち
の
③
に
当
た
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

古
活
字
版
4
種
類
の
う
ち
④
は
一
部
分

が
整
版
で
構
成
さ
れ
た
乱

み
だ
れ

版（
７
）と
称
さ
れ
る

も
の
で
、
古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
出
版
の

主
流
が
移
っ
て
い
く
過
渡
期
を
表
す
も
の

と
し
て
出
版
史
上
注
目
さ
れ
ま
す（

８
）。
な
ぜ

こ
の
移
行
が
起
き
た
の
か
、
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
出
版
需
要

が
増
大
し
た
と
き
に
、
再
版
の
た
び
に
新

た
に
版
を
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
古
活
字
版

は
整
版
よ
り
手
間
が
か
か
る
分
、
不
利
で

あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
書
に
は
古
活
字
版
な
ら
で
は
の
特
徴

と
し
て
、
欠
損
箇
所
を
同
じ
く
す
る
活
字

大
だ い え ふ か く

慧普覺禪
ぜ ん じ し ょ

師書　2 卷
< 当館請求記号　WA7-307>

( 宋 ) 釋宗杲 撰　( 宋 ) 釋慧然 録　( 宋 ) 黄文昌 重編　[ 京都 ]　中村長兵衛　
[ 寛永年間 ]
2 冊　大きさ29.3 × 20.1cm

古活字版　書き外題 : 大慧普覺禪師書抄　刊記「冨小路通讃州寺町　中村
長兵衛」　四周双辺無界　毎半葉 9 行　毎行 20 字　匡郭内 21.9 × 16.1cm　
上下花魚尾　中黒口　版心「書　上 ( 下 )　( 丁数 )」　五針眼訂法　濃灰色
に吹き墨表紙 ( 後補 )　表紙に白字の書き入れ ( 書き外題の下に「上 ( 下 )」、
右下部に「全部二本之内」)　墨・朱・白字の書き入れあり　別紙に書き
入れたものの綴じ込みあり( 巻上第 47 丁と第 48 丁の間に1 丁、巻下第 21 丁
と第 22 丁の間に1 丁 )　巻下末に「天寧寺」墨書あり　印記 : 天寧寺、岡
田眞之藏書、帋魚庵藏書、忘路菴、月明荘、馬

巻上巻頭巻上巻頭

巻上表紙
書き外題には「大慧普覚禅師書抄」とある。
本書は抄物（しょうもの、室町時代から江戸
時代初期にかけて、五山の僧侶や儒者等が漢
籍・仏典・国書に注釈を付したもの、またそ
の講義を記録したもの）ではないが、全丁に
多くの書き入れがあり、僧侶の修学に使用さ
れたことが推測される。
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が
複
数
個
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
確

認
で
き
ま
す
が
、
こ
の
欠
損
活
字
は
4
種

類
の
古
活
字
版
『
大
慧
普
覚
禅
師
書
』
で

共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら

れ
、
少
な
く
と
も
一
部
活
字
を
使
い
ま
わ

し
な
が
ら
改
版
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す（

９
）。
①
か
ら
④
の
関
係
に
つ

い
て
さ
ら
な
る
研
究
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

6　後述の欠損活字の出現位置が異なるため①とは別版と判断できる。
7　        巻下第 38 丁以降が新彫の整版になっている。中村長兵衛はこの乱版の古活字版

部分もす べて整版に置き換えた（整版部分は共通）全部整版本も出版している（大
　  東急記念文庫蔵）。
8　 川瀬一馬『古活字版之研究』増補版 , 日本古書籍商協会 , 1967
　  中巻 pp.767-768　 https://dl.ndl.go.jp/pid/2972407/1/55
9　 本書にみられる欠損活字（掲出図版参照）のうち、「則」と同じ活字が①の巻下

51 丁裏 9 行目、②の巻下第 16 丁裏 7 行目、④の巻上第 4 丁裏 2 行目等に、ま
た「聡」と同じ活字が①巻下第 40 丁裏 4 行目、②巻上第 5 丁裏 1 行目等に見
られる。

刊記
刊年は記されていないが、本書と同版の大東急記念文庫蔵本には
寛永 4（1627）年の書き入れがあり、ここから刊行時期の推定が
できる。

本書に出現する欠損箇所を同じくする活字の使用例

巻下第 4 丁裏 8 行目巻上第 34 丁表 2 行目

巻上第 5 丁裏 2 行目 巻下第 20 丁表 2 行目

則則

聡聡
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『
三
十
六
歌
仙
』
は
、
平
安
時
代
中

期
の
歌
人
・
藤
原
公き

ん
と
う任
（
９
６
６
～

１
０
４
１
）
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
選
ば

れ
た
36
人
の
歌
人
像
に
そ
の
詠
歌
の
書
を

添
え
た
も
の
で
す
。
歌
人
の
姿
を
描
い
た

歌
仙
絵
は
や
ま
と
絵
の
代
表
的
な
モ
チ
ー

フ
で
あ
り
、
優
雅
な
和
歌
の
散
ら
し
書
き

は
古
代
様
の
仮
名
の
美
し
さ
を
追
求
し
た

も
の
で
す
。

　
『
三
十
六
歌
仙
』
が
初
め
て
出
版
さ

れ
た
の
は
慶
長
年
間
（
１
５
９
６
～

１
６
１
５
）
で
、
嵯さ

が
ぼ
ん

峨
本
の
一
種
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
嵯

峨
本
は
京
都
の
豪
商
、
角す

み
の
く
ら
そ
あ
ん

倉
素
庵
が
刊
行

に
関
与
し
た
と
い
わ
れ
、
流
麗
な
書
体
や

豪
華
な
装
訂
に
よ
り
、
美
し
い
古
典
籍
の

代
表
格
と
さ
れ
ま
す
。
嵯
峨
本
の
ほ
と
ん

ど
は
古
活
字
版
で
す
が
、『
三
十
六
歌
仙
』

は
整
版
で
す
。
印
刷
さ
れ
た
歌
仙
絵
と
し

て
最
も
古
く
、
以
後
の
江
戸
期
刊
本
の
歌

仙
絵
の
基
軸
を
形
成
し
ま
し
た
。

　
『
三
十
六
歌
仙
』
に
は
異
な
る
版
の
伝

本
が
多
数
存
在
し
ま
す
が
、
本
書
は
最
初

期
の
版

（
１
０
）の
後
刷
り
で
、
料
紙
は
素（
１
１
）
紙
で

す
。
蔵
書
印
か
ら
実
業
家
の
三
井
高た

か
か
た堅

（
１
８
６
７
～
１
９
４
５
）
の
旧
蔵
書
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
版
の
伝

本
を
所
蔵
す
る
機
関
と
し
て
は
、
米
国
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
国
立
ア
ジ
ア
美
術
館
図

書
館
、
東
洋
文
庫
、
東
北
大
学
附
属
図
書

館
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

[ 三十六歌仙 ] 
< 当館請求記号　WA8-21>

 [ 江戸初期 ]
1 冊　大きさ34.7 × 25.8 cm

伝本阿弥光悦書　嵯峨本三十六歌仙第二種本 * の後印　四周単辺　無界　
匡郭内 28.6 × 22.2cm( 第 1 丁裏の凡河内躬恒の図による)　袋綴じ　四つ
目綴じ　黒色無地表紙　本文料紙は素紙　裏表紙の裏に「持主 / 三宅左
兵衛」と墨書あり　印記 : 小天香堂収藏、三井家鑒藏、大正十三年所得
* 川瀬一馬『嵯峨本図考』による

※ pp.10-11 の和歌の翻字には濁点を付した。

歌人：柿
かきのもと

本人
ひ と ま ろ

麻呂
和歌 ：龍田川　紅葉ばながる　 神なびの　御室の山
に　時雨ふるらし

第 1 丁表第 18 丁裏

歌人：中
なかつかさ

務
和歌：秋風の　吹につけても　問ぬかな　おぎの葉な
らば　音はしてまし
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10　     川瀬一馬『嵯峨本図考』一誠堂書店 , 1932（https://dl.ndl.go.jp/pid/1688294）の「嵯峨本三十六歌仙第二種本」、鈴木淳「光悦三十六歌仙考」（国文学研
究資料館編『江戸の歌仙絵　絵本にみる王朝美の変容と創意』国文学研究資料館 , 2009 ＜当館請求記号 KC16-J1220 ＞の「初板」に該当する。なお、当
館は川瀬同上の「嵯峨本三十六歌仙第一種本」、鈴木同上の「再板」に当たる版の後刷り＜当館請求記号 WA7-180>　https://dl.ndl.go.jp/pid/1288424 も
所蔵する。

11　漉いたままの白い紙。

歌人：藤原興
おきかぜ

風
和歌：契けむ　心ぞつらき　
七夕の　年に一度　逢はあ
ふかは

（右）第 7 丁裏（左）第 8 丁表

歌人：坂
さかのうえ

上是
これのり

則
和歌：三芳野の　山のしら雪　
つもるらし　故郷寒く　成ま
さる也

版の違いを比べてみよう！

今回貴重書に指定した本
< 当館請求記号 WA8-21>

https://dl.ndl.go.jp/pid/1288424/1/19

柿か
き
の
も
と
本
　
人ひ

と
ま
ろ

麻
呂

烏帽子の小結が輪状 になっています。

冠の纓の文様が描かれています 。

大お
お
な
か
と
み

中
臣
　
能よ

し
の
ぶ宣

別の版の 『三十六歌仙』
<当館請求記号  WA7-180>

烏帽子の小結（後部の紐）は２
本の線状です。

冠の纓（冠のうしろに長く垂れ
ている装飾具）は無地です。

https://dl.ndl.go.jp/pid/1288424/1/3

当館ではもう1点『三十六歌仙』を所蔵し、貴重書に指定しています。今回貴重書に指定し
た本とは別の版であり、見比べると異なる点が確認できます。
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国
立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
で
は
、
戦

後
の
創
設
以
来
、
科
学
技
術
関
連
資
料
の
構

築
に
注
力
し
て
き
て
お
り
、
科
学
技
術
分
野

の
図
書
・
雑
誌
、
規
格
資
料
、
テ
ク
ニ
カ
ル

リ
ポ
ー
ト
類
、
索
引
・
抄
録
誌
と
い
っ
た

様
々
な
資
料
を
所
蔵
し
、
各
種
の
専
門
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
東
京
本

館
で
所
蔵
す
る
科
学
技
術
関
係
資
料
の
う

ち
、
特
色
あ
る
資
料
と
い
え
ば
原
子
力
関
係

資
料
が
挙
げ
ら
れ
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
原

子
力
設
計
図
集
」（A

EC Engineering 

M
aterials and D

raw
ings

）
も
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
資
料
群
は
、
１
９
６
０
年
代
に
収
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
よ
く
知
ら

れ
た
資
料
と
は
言
え
ず
、
利
用
も
多
く
な

か
っ
た
。
２
０
２
２
年
に
全
て
の
所
蔵
デ
ー

タ
が
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
で
公
開
さ

れ
、
ま
た
、
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
に
利
用
方
法

を
含
む
関
連
情
報
も
掲
載
さ
れ
た（
１
）。筆
者
は
、

科
学
技
術
・
経
済
課
の
一
員
と
し
て
資
料
の

リ
ス
ト
化
及
び
デ
ー
タ
化
の
作
業
に
携
わ
っ

た
た
め
、
収
集
当
時
の
状
況
等
も
含
め
て
、

こ
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

原
子
力
設
計
図
集
と
は

　
「
原
子
力
設
計
図
集
」
と
は
、
原
子
力
の

利
用
促
進
と
安
全
管
理
・
規
制
を
所
管
し
て

い
た
米
国
原
子
力
委
員
会
（A

EC: A
tom

ic 

Energy Com
m

ission, 1946-1974 （
２
））
が
作

成
し
、
刊
行
し
た
資
料
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ

が
所
管
す
る
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
（O

ak Ridge 

N
ational Laboratory

）、
ア
ル
ゴ
ン
ヌ

（A
rgonne N

ational Laboratory

）
等
国

立
研
究
所
の
ほ
か
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
（General Electric Com

pany

）、

デ
ュ
ポ
ン
（D

u Pont de N
em

ours (E. I.) 

&
 Co.

）
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
会
社
が
運
営

を
請
け
負
う
発
電
所
や
工
場
等
の
、原
子
炉
、

施
設
・
設
備
、
各
種
計
測
機
器
、
実
験
道
具

等
に
関
す
る
設
計
図
面
、
仕
様
、
写
真
、
関

連
資
料
等
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
撮
影

科学技術資料紹介

原子力設計図集
AEC Engineering Materials and Drawings
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「原子力設計図集」のマイクロ
フィッシュ　
CAPE100-1 ～ 10
＜当館請求記号 YE5-D1＞ 　

原子力設計図集収集前史

1952 年　  国の科学技術振興費の一環として PBリポー
ト*購入のための予算が講じられる。
*PBリポートは 1945 年、 米 国トルーマン 大 統
領の発した大統領令に基づき設置された出版局

（Publication Board）が公開した科学技術情報。

1953 年　 PBリポートと原子力関係資料の購入のため、
合わせて 8 千万円の予算を計上。

1954 年　 原子力関係資料購入のため、1 千万円の予
算を計上。赤坂本館 ( 赤坂離宮 ) 内「狩の
間」に原子力資料閲覧室を開室し、関連資
料の提供を開始。

1955 年　 NDL が AEC の寄託図書館となる。AEC か
ら、図書や雑誌のほか、ミメオグラフ（謄写
版）4,284 点、インデックスカード18 万枚、
マイクロカード6,500 枚の資料が到着、9 月
に提供開始。

1959 年　 NDL が国際原子力機関（IAEA）と米国空
軍傘下の調査機関ランド・コーポレーション
の寄託図書館となる。

「原子力設計図集」のマイクロフィッシュCAPE900-49 
（ネガフィルムをポジフィルムに反転した状態）
＜当館請求記号 YE5-D1＞ 　

し
て
国
内
外
に
頒
布
し
た
資
料
で
あ
る
。
１

枚
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
概
ね

１
０
・
５
㎝
×
１
４
・
８
㎝
の
シ
ー
ト
状
の

フ
ィ
ル
ム
）
が
テ
ー
マ
別
の
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
お
り
、
各
セ
ッ
ト
に
は
、
資
料
を
特
定
す

る
た
め
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
番
号
と
呼
ば
れ
る
番
号
が

付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

1
件
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
番
号
に
属
す
る
フ
ィ
ッ

シ
ュ
の
枚
数
は
、
1
枚
か
ら
１
８
０
０
枚
以

上
と
様
々
で
あ
り
、
す
べ
て
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ

に
は
枝
番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原

子
力
設
計
図
集
の
多
く
は
、
シ
ー
ト
1
枚
に

対
し
て
様
々
な
機
械
や
設
備
、
器
具
等
が
細

か
く
書
き
込
ま
れ
た
図
面
や
写
真
が
大
き
く

1
枚
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
1
枚
の

特
大
の
図
面
を
複
数
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
分

割
し
て
撮
影
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ

の
「
原
子
力
設
計
図
集
図
集
」
の
目
録
と
し

て
、
Ａ
Ｅ
Ｃ
の
技
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
（T

IS: 

T
echnical Inform

ation Service

）
が
テ 

ク
ニ
カ
ル
・
リ
ポ
ー
ト
“Engineering 

M
aterial List 

”（T
ID

-4100

）
を
刊
行
し

た （
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
関
西
館
に
所
蔵
）。

原
子
力
設
計
図
集
の
収
集

　
「
原
子
力
設
計
図
集
」
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
Ａ

Ｅ
Ｃ
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
資
料
だ
が
、
寄

贈
の
橋
渡
し
を
行
っ
た
の
は
、
在
日
米
国

大
使
館
ア
タ
ッ
シ
ェ
の
ザ
ル
ト
マ
ン
博
士

で
あ
る
。
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
は
大
使
館
・
公

使
館
で
、
軍
事
・
科
学
・
経
済
な
ど
の

専
門
分
野
を
担
当
す
る
館
員
で
あ
り
、
博

士
の
担
当
は
原
子
力
で
あ
っ
た
。
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
２
５
０
０
０
枚
か
ら
な
る

原
子
力
設
計
図
集
の
第
一
便
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に

到
着
し
た
の
は
１
９
６
２
年
の
こ
と
で
あ

る（
３
）。
こ
の
と
き
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
こ
の
膨
大

な
数
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
つ
い

て
、T

ID
-4100

の
分
類
に
準
拠
し
て
、
分

類
目
録
『
原
子
力
設
計
図
集
目
録
』
を

作
成
し
て
利
用
に
供
し
た（
４
）。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は

Ａ
Ｅ
Ｃ
の
ほ
か（
５
）、
国
際
原
子
力
機
関
（ 
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リサーチ・ナビ「原子力設計図集（AEC Engineering materials and Drawings）」
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/stm/aec_engineering_materials_and_drawings

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）、
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
Ｅ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
）、
カ
ナ
ダ
原
子
力
公
社
等
か

ら
も
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、
原
子
力
関
係
資

料
が
充
実
し
て
い
っ
た
。

　
「
原
子
力
設
計
図
集
」
の
寄
贈
は
、

１
９
６
２
年
以
降
も
複
数
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
収
納
す
る
封
筒
に

押
さ
れ
た
受
入
印
の
日
付
か
ら
見
る
限
り
、

１
９
６
６
年
４
月
で
収
集
は
終
わ
っ
て
い
る

が
、
こ
の
収
集
の
結
果
と
し
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
で

は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
１
番
か
ら
１
２
０
１
番
ま
で

の
１
１
１
２
件（
６
）、
総
数
３
９
２
０
９
枚
を
所

蔵
す
る
に
至
っ
た
。

原
子
力
設
計
図
集
の 

利
活
用
に
向
け
て

　
「
原
子
力
設
計
図
集
」
の
従
来
の
冊
子
目

録
で
は
資
料
の
特
定
に
困
難
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
び
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
所
蔵
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ュ

を
改
め
て
確
認
し
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
番
号
、
各

番
号
の
タ
イ
ト
ル
、
各
番
号
に
含
ま
れ
る

フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
枚
数
等
を
一
覧
で
き
る
リ
ス

ト
を
作
成
し
、当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
リ
サ
ー

チ
・
ナ
ビ
）
上
で
公
開
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ａ

Ｐ
Ｅ
の
何
番
が
、T

ID
-4100

の
何
巻
に
記

載
さ
れ
て
い
る
か
の
情
報
を
一
覧
で
き
る
リ

ス
ト
も
併
せ
て
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｎ

Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
に
も
デ
ー
タ
を
投
入
し
た
こ
と

で
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
番
号
に
よ
る
検
索
・
請
求
も

可
能
に
な
っ
た
。
今
後
、
こ
の
資
料
が
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
中
島　

尚
子
）
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CCAAPPEE番番号号 当当館館所所蔵蔵パパッッケケーージジタタイイトトルル 枝枝番番号号 作作成成機機関関 当当館館所所蔵蔵  実実枚枚数数 備備考考 EEnnggiinneeeerriinngg  MMaatteerriiaallss  LLiissttss  掲掲載載巻巻
CAPE 1 MTR Hot Cell Windows 1-26 Phillips Petroleum Co., Atomic Energy Div. 26枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 2 Portable Fast-and Slow- Neutron Survey Meter 1-23 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 23枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 3 Water Boiler (SUPO Model) 1-150 Los Alamos Scientific Lab. 150枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 4 Master UCRL Scaler 1-45 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 45枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 5 Lead Shielded Manipulator Box 1-24 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 33枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 6 2KV 10MA Regulated DC Power Supply 1-26 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 26枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 7 Geneva Conference Reactor 1-64 Oak Ridge National Lab. 64枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 8 Geneva Conference Reactor Controls 1-41 Oak Ridge National Lab. 45枚 2枚重複: 3, 13, 36, 38 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 9 High-Speed Rotating-Mirror Framing Camera 1-53 Los Alamos Scientific Lab. 56枚 4枚組: 1 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 10 10 Channel Pulse Height Analyzer 1-15 Los Alamos Scientific Lab. 24枚 10枚組: 1 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 11 Co60 High Gamma Source Unit 1-76 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 76枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 12 Radioactive Storage Container 1-2 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 2枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 13 Chain Drive Manipulator 1-36 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 47枚
2枚重複: 5, 8, 11, 14, 15, 17,
18, 19, 23, 24, 25

TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 14 Beta-Counter 1 Los Alamos Scientific Lab. 1枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 15 100 Channel Pulse Height Analyzer 1-8 Los Alamos Scientific Lab. 8枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 16 Scintillation Counter Shield 1-16 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 16枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 17 Argonne Research Reactor, CP-5 1-130 Argonne National Lab. 129枚 欠: 97 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 18 Oak Ridge Research Reactor Building 1-326 Oak Ridge National Lab. 353枚 30枚組: 233、欠: 87, 95 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 19 Oak Ridge Research Reactor Controls 1-120 Oak Ridge National Lab. 118枚 欠: 44, 45 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 20 Oak Ridge Research Reactor Core 1-307 Oak Ridge National Lab. 284枚
2枚改: 79、欠: 33-51, 100-
104, 106, 107, 109, 110,
112-114, 119-138, 170

TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 21 Scintillation hand and foot counter 1-38 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 39枚 2枚組？: 33 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 22 3 MEV Electron Linear Accelerator 1-60 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 67枚
2枚組: 1-3, 6, 9, 23, 2枚改訂
あり:50

TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 23 Tower Shielding Facility 1-236 Oak Ridge National Lab. 237枚 2枚重複: 203 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 24 Tower Shielding Facility, Instrumentation 1-179 Oak Ridge National Lab. 183枚 2枚改: 133-135, 158 TID-4100(1st Rev. Suppl.3)
CAPE 25 Tower Shielding Facility Reactor Controls 1-66 Oak Ridge National Lab. 66枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 26 Bulk Shielding Reactor 1-241 Oak Ridge National Lab. 241枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 27 Oak Ridge Reactor Controls. 1-166 Oak Ridge National Lab. 173枚 10枚組: 57、欠: 68-74 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 28 Hot Analytical Facility 1-115 Oak Ridge National Lab. 124枚 10枚組: 1 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 29 Decade Scaler 1-47 Oak Ridge National Lab. 47枚 TID-4100(1st Rev. Suppl.8)
CAPE 30 Extraman Manipulator 1-11 Oak Ridge National Lab. 11枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl. 11)

CAPE 31 Low Intensity Test Reactor 1-514 Oak Ridge National Lab. 524枚

2枚組: 123, 133, 137, 150,
154, 182, 204, 207, 208, 210,
249, 512、3枚組: 224、4枚
組: 513、欠: 89, 9, 131, 155,
219, 230, 490

TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 32 65 Liter Waste Disposal Carrier 1-24 Argonne National Lab. 24枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 33 Ball Joint Manipulator -- Model #2 1-46 Argonne National Lab. 46枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 34 Magnetic Jack Control Rod Drive 1-37 Argonne National Lab. 37枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 35 Medical Research Center -- Block No. 10 1-30 Brookhaven National Lab. 30枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 36 Medical Research Reactor 1-53 Brookhaven National Lab. 71枚
2枚組: 28, 29, 38, 51、15枚
組: 1

TID-4100(1st Rev. Suppl.8)

CAPE 37 Ball Swivel Manipulator Tongs 1-60 Brookhaven National Lab. 60枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl. 11)

CAPE 38 Fast Neutron Chopper 1-287 Brookhaven National Lab. 290枚
2枚組: 12, 52, 253, 278、欠:
285

TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 39 Slow Speed Neutron Chopper 1-85 Brookhaven National Lab. 85枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 40 Underwater Cutoff Saw 1-9
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River Lab.

9枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 41 Synchrotron Auxiliaries 1-331 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 334枚
2枚組: 19, 280, 327、4枚組:
38、欠: 322-324

TID-4100 (1st Rev. Suppl. 11)

CAPE 42 H.C. 6" Lead Cave Chain Drive Manipulator 1-27 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 26枚 欠: 3 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 43 10" Bubble Chamber 1-20 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 26枚 2枚組: 1, 8、5枚組: 7 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 44 4" Aperature Quadruple Magnets 1-51 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 53枚 2枚組: 4, 5 TID-4100(1st Rev. Suppl.9)
CAPE 45 Bevatron Beam Monitoring 1-9 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 9枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 46 Beta-Gamma Hand and Shoe Counter 1-31
General Electric Co., Hanford Atomic
Products Operation

31枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 47 Hanford Manipulator Model II 1-64 Hanford Atomic Products Operation, 64枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 48 Honeycomb Critical Assembly Facility 1-30 Los Alamos Scientific Lab. 39枚 8枚組: 1、2枚組: 2, 3 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 49 Model 101 Air Sampler 1-11 Los Alamos Scientific Lab. 11枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 57 Flexible Plastic Reactor 1-135 Knolls Atomic Power Lab. 135枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 58 Decanner 1-39 Mound Lab. 41枚 2枚組: 1, 21 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 59 Motorized Pinch Valve 1-12 Mound Lab. 12枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 60 Pressurized Water Reactor Refueling Device 1-8
Westinghouse Electric Corp., Atomic
Energy Div.

19枚
3枚組: 2、2枚組: 3, 6, 7、4
枚組: 4, 5

TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)

CAPE 61 Hot Lab Addition 1-51 Westinghouse Electric Corp. 51枚 TID-4100 (1st Rev. Suppl.1)
CAPE 62 Welding Dry Box 1-16 Argonne National Lab. 17枚 2枚組: 7 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 63 Tongs for Gamma Irradiation Facility 1-7 Argonne National Lab. 9枚 2枚組: 2、2枚改:6 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 64 Carrier for Irradiation Facility 1-15 Argonne National Lab. 15枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 65 CP-5 Fuel Element Carrier 1-4 Argonne National Lab. 4枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 66 Master Slave Manipulator Model 8 1-216 Argonne National Lab. 216枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 67 Air Sampler 1-5 Brookhaven National Lab. 5枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 68 Manual Manipulator MK3 1-68 Brookhaven National Lab. 68枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 69 Articulated Manipulator 1-14 Brookhaven National Lab. 14枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 70 H. C. 2" lead shield rotatong reagent rack 1-28 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 28枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 71 Pneumatic Valves 1-20 Brookhaven National Lab. 20枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 72 Crystal Spectrometer 1-136 Brookhaven National Lab. 137枚 2枚改: 136、欠: 137 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 73 Training Spectrometer 1-57 Brookhaven National Lab. 54枚 2枚組: 57、欠: 37-40 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 74 Counting-Plate Heater 1-4
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River Lab.

4枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 75 Ionization Chamber 1-5
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River lab.

5枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 76 Gloved Box (SRL) 1-6
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River Lab.

6枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 77 Gear Head Manipulator 1-6
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River Lab.

6枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 78 Junior Cave Crane and Crane Pipetter 1-17
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River Lab.

17枚 TID-4100(1st Rev. Suppl.8)

CAPE 79 Manipulator Ball and Cover 1-3
Du Pont de Nemours (E. I.) & Co.,
Savannah River Lab.

3枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 80 Multicurie Cells Used in Radiometallurgy 1-6
General Electric Co., Hanford Atomic
Products Operation

6枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 81 Dry Storage Cell 1-5
General Electric Co., Hanford Atomic
Products Operation

5枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 82 Brickpile Manipulator 1-8
General Electric Co., Hanford Atomic
Products Operation

8枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 83 Abrasive Cutoff Machine 1-6
General Electric Co., Hanford Atomic
Products Operation

6枚 TID-4100 (1st Rev.)

CAPE 85 A Remotely Operated Radiation Survey Meter 1-3 Knolls Atomic Power Lab. 3枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 86 Pulse Integrating Counter 1-26 Los Alamos Scientific Lab. 26枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 87 Model 50 Low Voltage Power Supply 1-5 Los Alamos Scientific Lab. 5枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 88 Turbine Driven Mirror Model 223 1-8 Los Alamos Scientific Lab. 8枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 89 Horizontal Scintillation Detector 1-30 Los Alamos Scientific Lab. 30枚 2枚組: 2、欠: 6 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 90 Test Tube Research Reactor 1-7 Los Alamos Scientific Lab. 7枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 91 Fluid Line Control Equipment 1-9 Mound Lab. 9枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 92 Water Radiation Monitor 1-12 Oak Ridge National Lab. 12枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 93 Underwater Grinding Wheel (ORNL) 1-26 Oak Ridge National Lab. 26枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 94 Mechanical Rectilinear Manipulator 1-13 Oak Ridge National Lab. 13枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 95 Dry Box (UCRL) 1-11 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 12枚 2枚組: 5 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 96 Materials Testing Reactor 1-289 Phillips Petroleum Co., Atomic Energy Div. 207枚 欠: 1-80, 224, 259 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 97 MTR Hot Cell and Building 1-24 Phillips Petroleum Co., Atomic Energy Div. 24枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 98 Materials Testing Reactor Instrumentation 1-112 Phillips Petroleum Co., Atomic Energy Div. 112枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 99 MTR Control Rod Drives Mechanisms 1-348 Phillips Petroleum Co., Atomic Energy Div. 353枚 3枚組: 1, 346、2枚組: 2 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 100 125 OHM Attenuator 1-10 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 10枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 101 Chemical Engineering Cave 1-227 Argonne National Lab. 233枚 7枚組: 227 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 102 Radioactive Storage Container Type S. C.-2 1-5 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 5枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 103 Air Scrubber (UCRL) 1-9 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 9枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 104 Gamma Irradiation Facility (ANL) 1-27 Argonne National Lab. 27枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 105 Crane Hook 1-14 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 14枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 106 Hot Cell Periscope 1-57 Brookhaven National Lab. 57枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 107 High Stability Amplifier Scaler, Model L1 and L2 1-11 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 11枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 108 Student Vacuum Furnace 1-17 Argonne National Lab. 17枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 109 Liquid Metal Fuel Reactor Experiment 1-32 Brookhaven National Lab. 32枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 110 Rotary Multicrucible ARC Furnace 1-22 Argonne National Lab. 22枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 111 Service Waste Monitoring and Condensate Monitoring Systems1-46 Oak Ridge National Lab. 47枚 2枚組: 1 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 112 H. C. 6" Lead Cave 1-92 California Univ., Berkeley, Radiation Lab. 91枚 欠: 9 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 113 Model 302 Coincidence System 1-3 Los Alamos Scientific Lab. 3枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 114 Junior Cave ANL Model 1 1-90 Argonne National Lab. 90枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 115 Shielded Hood Model 2 1-72 Argonne National Lab. 72枚 TID-4100 (1st Rev.)
CAPE 116 Army Package Power Reactor, APPR-1 1-205 Schenectady Operations Office 209枚 2枚組: 168, 170, 174, 176 TID-4100 (1st Rev.)

国立国会図書館所蔵『原子力設計図集』(Engineering Materials and Drawings, CAPE）リスト（CAPE_holding_list）
リサーチ・ナビ「 原 子 力設 計 図 集（AEC Engineering materials and Drawings）」のページ（https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/stm/aec_
engineering_materials_and_drawings）から見ることができる。

１　�リサーチ・ナビ「原子力設計図集（AEC�Engineering�materials�and�Drawings）」
　　https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/stm/aec_engineering_materials_and_drawings
２　�AEC は 1946 年に、原子力法（Atomic�Energy�Act）に基づいて設置された機関。1974 年に廃止され、1975 年規制部門は、
アメリカ原力規制委員会（Nuclear�Regulatory�Commission:�NRC）に移行し、推進部門はエネルギー研究開発庁 (Energy�
Research�and�Development�Administration:�ERDA) に吸収された。ERDA は�1977 年にアメリカエネルギー省（United�
States�Department�of�Energy:�DOE）に吸収された。　

３　�「原子力技術の集大成　原子力設計図集」『科学技術文献サービス』3,�1962.7,�pp.4-5　
　　https://dl.ndl.go.jp/pid/2290133/1/4
　　『国立国会図書館年報�昭和 37年度』国立国会図書館 ,�1964,�p.38
　　https://dl.ndl.go.jp/pid/3048728/1/31
４　『原子力設計図集目録��List�of�engineering�materials』国立国会図書館閲覧部科学技術参考課 ,1962
　　＜当館請求記号 Y111-�KA30-3 ＞
５　『国立国会図書館年報�昭和 37年度』国立国会図書館 ,�1964,�p.38
　　https://dl.ndl.go.jp/pid/3048728/1/31
６　欠番あり。
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寄贈の橋渡しを行ったアイラ・F・ザルトマン博士

　原子力設計図集の寄贈を仲介した、ザルトマン博士（Ira F. Zartman）は、ジョンズ・ホプキンス大学の応用物
理研究所の教授兼副所長として、太平洋戦争中は、近接信管（ミサイルが目標物に接近したとき、自動で起爆させ
ることができる装置） の研究プロジェクトを率いた。
　その後、AEC に勤務し、1968 年に原子炉物理部門の長として退官した。1961 年から 1963 年にかけては、
在日米国大使館のアタッシェとして原子力に関わる事項を担当し、NDL への原子力設計図集の寄贈の仲介も彼の在
任中の任務であった。1963 年 7 月には、博士は、日米協会が開催した講演会において、原子炉の安全性につい
て解説している（『原子炉の安全性　在日米国大使館原子力委員会極東代表　アイラ・ザートマン博士講演要旨　
一九六三年七月十一日外国人特派員記者クラブにて』日米協会 , 1963） 。

　
　
　このほか、博士は、1963 年 3 月に開催されたアジア太平洋原子力会議に、オブザーバーとして参加しており（『原
子力産業新聞』245 号 , 昭和 38 年 3 月15日） 、日本における 3 年の任期中に、積極的に原子力知識の普及活
動を行っていたことがわかる。

東京本館で所蔵する科学技術資料の一例

原子炉設置 ( 変更 ) 許可申請書
核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和三十二年法律第百六十六号）に基づき、
研究機関や事業者などが原子炉や原子力施設を設置（変更）する際に行政機関による安全性の審査のため
に提出する書類等。
※多くの資料は国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/）でご覧になれます。
当館ウェブサイト　リサーチ・ナビ「原子炉設置 ( 変更 ) 許可申請書」の解説ページ
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/stm/post_400049

量子物理学史アーカイブズ資料
（AHQP: Archives for the History of Quantum Physics）
アメリカ物理学協会（American Institute of Physics）とアメリカ哲学会（American Philosophical 
Society）が 1961 年から 1964 年までに合同で作成したもので、量子物理学の創成と発展に関与した約
280 名の関係者の未公刊の手稿（研究ノートや講義ノート、回想、書簡など）およびインタビューを合計 300リー
ルのマイクロフィルムに収録した資料。
※利用の際には所定の申請手続きが必要です。
当館ウェブサイト　リサーチ・ナビ「量子物理学史アーカイブズ資料」の解説ページ　
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/stm/post_400037

設計図集を前にしたザルトマン博士夫妻（中央）
『科学技術文献サービス』3, 1962.7　https://dl.ndl.go.jp/pid/2290133/1/4
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新
聞
資
料
室
開
架
資
料
一
覧
（
最
近

の
新
聞
）」（https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/

new
spapers/post_700020

）
で
確
認
で
き
ま
す
。

�

（
図
書
館
資
料
整
備
課�

新
聞
係　

だ
い
ふ
く
）

図２ 最初の結び目を片側に寄せた図。
左右の紐の長さを調整することもきれいな
蝶々結びには大切です。

図1 新聞資料室で開架している
バインダーの一部。

匠の蝶々結びを
目指して
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　今年4月に大阪・関西万博が開幕して以降、万博のニュースを見聞きする機会が増えています。

　世界初の万博は、1851年にロンドンで開かれ、産業革命後の英国の工業力を誇示するものと

なりました。回数を重ねるうちに、各国の文物を見せるパビリオンや多彩な呼び物も増え、万博

は華やかなものとなっていきます。

　国立国会図書館の電子展示会の一つである「博覧会　近代技術の展示場」（2010年公開）では、

1900年までに開催された万博のうち、11回分の万博の資料やエピソードを多数紹介しています。

　この機会に万博の歴史を学んでみませんか？

※この記事に掲載した図版はすべて電子展示会「博覧会　近代技術の展示場」（https://www.ndl.go.jp/exposition/
index.html）でご覧になれます。

（文責・本誌編集担当）

第１回ロンドン万博（1851 年）　水晶宮内部
Tallis, J. et al.: Tallis's history and description of the Crystal Palace. London: J. Tallis, [1851?] 3 v. 
<D7-A28>

      　万博の歴史をふりかえる
　―電子展示会「博覧会　近代技術の展示場」―

https://www.ndl.go.jp/exposition/index.html
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https://www.ndl.go.jp/exposition/index.html

電子展示会「博覧会　近代技術の展示場」
は国立国会図書館の電子展示会です。国立
国会図書館ウェブサイト上でどなたでもご覧に
なれます。

ウィーン万博（1873 年）　会場図面　Gerold's ground plan of the Vienna universal exhibition. Vienna: Charles Gerold, 
1873. <70-188>

フィラデルフィア万博（1876 年）　日本館 ( 即売会場 )　
Norton, F. H. (ed.): Frank Leslie's historical register of the 
United States Centennial Exposition, 1876. New York: Frank 
Leslie's Pub. House, 1877. <YP51-A230>

ウィーン万博（1873 年）　博覧会場本館表門の図
田中芳男・平山成信 編『澳国博覧会参同記要』森山春雍 ,1897
https://dl.ndl.go.jp/pid/801730/1/256

第 3 回パリ万博（1878 年）
熱気球のアトラクション
L'Exposition universelle de 1878: 
illustrée: quatre-vingt-sept belles 
gravures sur bois: texte descriptif 
par S. de Vandières. Paris: C. Lévy, 
1879.<YP51-A227>
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第 4 回パリ万博（1889 年）　会場鳥瞰図 ( 斜め遠景より)　
L'Exposition de Paris, 1889. Paris: En vente a la Librairie illustrée, 1889.  v.1&2. <YP51-A224>

第 4 回パリ万博（1889 年）　エッフェル塔のエレベータ
L'Exposition de Paris, 1889. Paris: En vente a la Librairie 
illustrée, 1889.  v.1&2. <YP51-A224>

シカゴ万博（1893 年）　手前が日本館として建設された鳳凰殿　奥がアメリカ政府館
Arnold, C. D., Higinbotham, H. D.: Official views of the World's Columbian Exposition. [Chicago]: Press Chicago 
Photo-Gravure Co., c1893. <D7-A63>

第 4 回パリ万博開催に際し、最大
の呼び物として建設されたのがエッ
フェル塔です。
数多くの設計案から選ばれ、エッ
フェル社により建設されました。
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シカゴ万博（1893 年）　動く歩道
Bancroft, H. H.: The book of the fair : an historical and descriptive presentation of the world's science, art, and industry, as viewed 
through the Columbian exposition at Chicago in 1893. Chicago: The Bancroft Co., 1893.  25 v. in 5. <YP51-A642>

第 5 回パリ万博（1900 年）　記念門 ( 正門 )　
Cafés du Guatemala : Exposition universelle de 1900. Paris 
: Lacoudre, [1900?]. <YQ51-A75>

第 5 回パリ万博（1900 年）　会場内電車
Exposition universelle, 1900. Paris: Ludovic Baschet, 
[1900?]. <YQ51-A77>

第 5 回パリ万博（1900 年）　電気館 ( 奥 )と水宮噴水 ( 手前 )
L'Architecture à l'Exposition universelle de 1900. Paris: Librairies-imprimeries réunies, 
[1900?] . <YP51-A228>
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電子展示会「博覧会　近代技術の展示場」では、１９００年までに開催された万博に加え、内国勧業博覧会につ
いても特徴や会場の様子を紹介しています。このほかにも、万博に出品された各種製品をジャンルに分けて解説し、
内国勧業博覧会に出品されたさまざまな機械類も紹介しています。

電子展示会「博覧会　近代技術の展示場」の構成
https://www.ndl.go.jp/exposition/index.html
はじめに
第 1部　1900 年までに開催された博覧会
第 2部　出展品からみる産業技術の発達
第 3部　出展品からみる明治日本の産業
掲載資料一覧・参考文献・リンク集

第 4 回内国勧業博覧会（1895 年）水族室・水産館内の様子
『風俗画報』臨時増刊 94 号 , 1895.6 < 雑 23-8>

第 5 回内国勧業博覧会（1903 年）　不思議館での電気光学を利用した踊り
『風俗画報』臨時増刊 275 号 , 1903.9 < 雑 23-8>

第 2 回内国勧業博覧会（1881 年）　機械館
『第二回内国勧業博覧会』 大橋堂 , 1881 < 特 44-248>

内国勧業博覧会とは、富国強兵・殖産興業の一
環として、西洋技術の紹介、国内産業の競争・
発展を企図した国内の博覧会です。明治政府主
導の博覧会でしたが、回を重ねるごとに民間から
の出品も増加しました。

国立国会図書館では、「博覧会　近代技術の展示場」以

外にも多くの電子展示会を公開しています。各コンテンツで

は、国立国会図書館所蔵の様 な々資料について、わかりや

すい解説を加え紹介しています。
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国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

『竹久夢二の美人画とモダンデザイン
— 美しいもの・可愛いもの—』
群馬県立館林美術館編・ 刊　2021.1
79p ; 26 cm
<請求記号  KC482-M296>

　

本
書
は
、
２
０
２
１
年
に
群
馬
県
立
館
林

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
竹
久
夢
二
の
美
人

画
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
―
美
し
い
も
の
・
可

愛
い
も
の
―
」
展
の
図
録
で
あ
る
。
竹
久
夢

二
と
い
え
ば
「
大
正
ロ
マ
ン
」
の
体
現
者
と

し
て
今
日
ま
で
広
く
愛
さ
れ
る
画
家
で
あ
る

が
、
彼
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
顔
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
た
。
本
書
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル

が
示
す
と
お
り
、
美
人
画
と
商
業
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
切
り
口
か
ら
、
夢
二
が
持
つ
多
彩
な

魅
力
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
肉
筆
の
美

人
画
か
ら
、
書
籍
の
装
幀
や
千
代
紙
、
封
筒

の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
、
多
様
な
作
品
が
掲
載
さ

れ
た
ペ
ー
ジ
は
目
に
も
鮮
や
か
だ
。

　

第
１
・
２
章
で
は
、
雑
誌
の
挿
画
や
画
集

に
収
録
さ
れ
た
作
品
な
ど
、
書
籍
に
掲
載
さ

れ
た
作
品
が
主
に
紹
介
さ
れ
る
。
夢
二
の
名

を
ま
ず
世
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
こ
う
し
た

作
品
群
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
大
き
く
印

象
的
な
瞳
、
Ｓ
字
を
描
く
し
な
や
か
な
肢
体

と
い
っ
た
独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
美
人
画

は
「
夢
二
式
美
人
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
夢
二
は
た
ち
ま
ち
評
判
の
画
家
と
な
っ

た
。
第
３
章
で
は
肉
筆
の
美
人
画
も
紹
介
さ

れ
、
夢
二
が
画
家
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い

く
様
子
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

人
気
画
家
と
な
っ
た
夢
二
は
、
自
ら
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
千
代
紙
な
ど
を
販
売
す
る
「
港

屋
絵
草
紙
店
」を
東
京
日
本
橋
に
開
店
し
た
。

第
４
章
で
は
、
港
屋
で
実
際
に
販
売
さ
れ
て

い
た
商
品
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
る
。
港
屋
の

売
り
出
し
チ
ラ
シ
に
は
、
本
書
の
副
題
に
も

な
っ
た
「
美
し
い
も
の
」「
可
愛
い
も
の
」

の
文
言
が
見
え
る
。
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
夢
二

の
美
意
識
が
よ
く
表
れ
た
コ
ピ
ー
だ
。
港
屋

の
商
品
を
通
し
て
、
夢
二
は
こ
う
し
た
美
意

識
を
人
々
の
生
活
に
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

夢
二
は
装
幀
も
多
く
手
が
け
た
。
第
７
章

で
は
雑
誌
、
第
８
章
で
は
楽
譜
の
装
幀
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
得
意
の
美
人
画
か
ら
オ
ペ

ラ
の
一
場
面
を
描
い
た
も
の
ま
で
、
様
々
な

表
現
で
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
絵
画
化
し
た
楽
譜

の
表
紙
絵
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
音
楽
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
絵
画
の
み
な
ら
ず
、

詩
歌
や
音
楽
な
ど
に
広
く
関
心
を
寄
せ
て
い

た
夢
二
だ
か
ら
こ
そ
な
せ
る
業
だ
ろ
う
。

　

芸
術
と
生
活
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
心
血

を
注
い
で
き
た
夢
二
の
想
い
は
「
榛
名
山
美

術
研
究
所
」
構
想
に
辿
り
つ
く
。
こ
れ
は
、

職
人
や
芸
術
家
が
日
用
品
を
自
ら
製
作
し
、

売
買
や
物
々
交
換
を
行
い
な
が
ら
生
活
す
る

芸
術
家
村
の
よ
う
な
場
を
群
馬
県
・
伊
香
保

に
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
西
欧
へ
の

外
遊
を
優
先
し
た
た
め
に
こ
の
構
想
が
実
現

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
第
６
章
で
紹
介

さ
れ
る
群
馬
を
描
い
た
作
品
群
や
、
そ
れ
に

続
く
コ
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
書
簡
類
か
ら

は
、
設
立
予
定
地
で
あ
っ
た
伊
香
保
に
対
す

る
夢
二
の
特
別
な
想
い
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

表
紙
に
あ
し
ら
わ
れ
た
美
人
画
や
、
椿
や

銀
杏
と
い
っ
た
千
代
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
そ
の

ま
ま
活
か
し
た
ペ
ー
ジ
な
ど
、
本
書
の
装
幀

に
は
随
所
に
手
に
取
り
た
く
な
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
る
。
本
書
自
体
も
、
夢
二
が
志

向
し
た
「
美
し
い
も
の
・
可
愛
い
も
の
」
を

め
ざ
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
、

そ
ん
な
一
冊
で
あ
る
。　
　

   （
毛
利 

友と
も
き暉
）
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会 

「
こ
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
―
令
和
５
年
度　

児
童
福
祉
文
化
財
推
薦
作
品
―
」

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
展
示
会
「
こ
ど
も
た
ち
に
読
ん

で
ほ
し
い
本
―
令
和
５
年
度 

児
童
福
祉
文
化
財
推
薦
作
品
―
」

を
こ
ど
も
家
庭
庁
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

児
童
福
祉
文
化
財
は
、
児
童
の
福
祉
の
向
上
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、「
出
版
物
」、

「
舞
台
芸
術
」、「
映
像
・
メ
デ
ィ
ア
」
等
の
部
門
ご
と
に
、
こ
ど

も
家
庭
庁
こ
ど
も
家
庭
審
議
会
が
推
薦
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。こ

の
展
示
会
で
は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
期
間
に
推
薦
さ
れ
た
児
童
福
祉
文
化
財
の
う
ち
、
絵
本
や

児
童
書
40
作
品
を
直
接
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
期
間　

７
月
15
日
（
火
）
～
８
月
31
日
（
日
）

※
月
曜
日
、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
資
料
整
理
休

館
日
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

令
和
７
年
度
資
料
保
存
研
修

国
内
の
各
種
図
書
館
員
等
を
対
象
に
、
資
料
防
災
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

※
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
簡
易
補
修
」（
実

習
を
含
む
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
会
場　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館　

新
館
3
階
大
会
議
室

○
日
時　

9
月
26
日
（
金
）
13
時
30
分
～
17
時

○
対
象　

国
内
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館

等
に
勤
務
す
る
方

○
内
容　

講
義
：
図
書
館
資
料
の
防
災
対
策

　
　
　
　

見
学
：
水
損
資
料
救
出
の
た
め
の
準
備
と
対
応

　
　
　
　

質
疑
応
答

○
定
員　

50
名

申
込
み
が
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決

定
し
ま
す
。

○
申
込
期
間　

6
月
13
日 (

金) 

10
時
～
7
月
25
日 (

金) 

17
時

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
参
加

申
込
み
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム > 
資
料
の
保
存 > 

保
存
協
力 > 

お
も
な
研
修
会
や
講

演
会
の
テ
ー
マ
・
記
録
等> 

令
和
7
年
度
資
料
保
存
研
修

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/preservation/cooperation/

training_r7.htm
l

　

※
６
／
13
（
金
）
10
時
に
公
開
予
定
で
す
。

○
そ
の
他　

今
年
度
は
、「
修
了
証
書
」
の
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

館
内
を
歩
い
て
見
学
し
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

収
集
書
誌
部 

資
料
保
存
課

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
５
２
１
９
（
直
通
）

※
対
応
時
間
9
時
～
17
時
45
分
（
土
日
祝
を
除
く
）

電
子
メ
ー
ル　

hozonka@
ndl.go.jp

展 示 会「展 示 会「 こ ど も
た ち に 読 ん で ほ
し い 本 ― 令 和 ５
年度 児童福祉文
化財推薦作品―」」
ポスターポスター
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複
写
料
金
改
定
に
つ
い
て
の
ご
案
内

令
和
7
年
7
月
1
日
（
火
）
に
複
写
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。

近
年
の
人
件
費
・
物
価
の
上
昇
の
た
め
、
一
部
メ
ニ
ュ
ー
の
料

金
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
カ
ラ
ー
料
金
の
一
部
は
技

術
動
向
を
踏
ま
え
、
引
き
下
げ
ま
し
た
。

複
写
料
金
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

何
卒
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
３
号

農
産
物
・
食
品
の
適
正
な
価
格
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
欧
州
の

動
向

地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
持
続
可
能
な
発
展
―
段
階

別
モ
デ
ル
か
ら
見
た
今
後
の
環
境
政
策
へ
の
示
唆
―

デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
投
票
―
法
制
度
と
実
施
状
況
―

我
が
国
の
造
船
政
策
の
変
遷
と
諸
外
国
の
動
向
―
中
国
、
韓

国
及
び
欧
州
の
取
組
を
参
考
に
―

A4 88頁 月刊 1,100円（税込）　A4 88頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会

複写メニュー 色 サイズ /分量 改定後（現行）(円 ) 改定前 (円 )

　電子式複写（通常のコピー） 
白黒

A4/B4 28.60  　(26+ 税 ) 27.50  　(25+ 税 )

A3 47.30 　 (43+ 税 ) 47.30  　(43+ 税 )

A2 154.00　(140+ 税 ) 133.10　(121+ 税 )

セルフ 
A4/B4/A3 17.60  　(16+ 税 ) 17.60  　(16+ 税 )

カラー
A4/B4 99.00  　(90+ 税 ) 104.50  　(95+ 税 )

A3 127.60　(116+ 税 ) 127.60　(116+ 税 )

   電子情報等のプリントアウト
白黒

A4/B4/A3 17.60　  (16+ 税 ) 17.60  　(16+ 税 )

遠隔 A4/B4 36.30　  (33+ 税 ) 27.50  　(25+ 税 )

遠隔 A3 49.50　  (45+ 税 ) 47.30  　(43+ 税 )

カラー

A4/B4/A3 30.80　  (28+ 税 ) 39.60　  (36+ 税 )

遠隔 A4/B4 55.00　  (50+ 税 ) 63.80  　(58+ 税 )

遠隔 A3 88.00　  (80+ 税 ) 110.00　(100+ 税 )

　マイクロからの電子式引伸 
　・マイクロ資料を紙に引き伸ばします。 白黒

A4/B4 121.00　(110+ 税 ) 77.00  　(70+ 税 )

A3 154.00　(140+ 税 ) 110.00　(100+ 税 )

　裏写りの防止に係る費用（入紙） 1 枚につき 15.40  　(14+ 税 ) 14.30　  (13+ 税 )

　発送事務手数料

国内 1 発送 
につき 385.00　(350+ 税 ) 275.00　(250+ 税 )

海外 1 発送 
につき 480.00   　　 350.00

○問合せ ○問合せ 
　国立国会図書館利用者サービス部複写課 　国立国会図書館利用者サービス部複写課 
　電話　03(3581)2331(代表）　　電話　03(3581)2331(代表）　

・資料を紙にコピーします。 ・資料を紙にコピーします。 
・「セルフ」は関西館のみのメニューです。・「セルフ」は関西館のみのメニューです。

・「遠隔」は遠隔複写(郵送受取)サービスで ・「遠隔」は遠隔複写(郵送受取)サービスで 
　デジタルデータの印刷を申し込んだ場合の 　デジタルデータの印刷を申し込んだ場合の 
　料金です。　料金です。
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カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
６
４
号

学
校
に
お
け
る
電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
図
書
館
）

の
現
状
と
公
立
図
書
館
と
の
連
携

国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
博
士
論
文
収
集
の
現
況
と
課
題
：

２
０
２
５
年
調
査

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ
の
シ
ス

テ
ム
移
行

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

日
本
の
図
書
館
に
お
け
る
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ

い
て

Ｐ
Ｍ
Ｃ
の
動
向
：
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
・
オ
ー
プ
ン
サ
イ

エ
ン
ス
の
現
在

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

お
も
な
人
事

〈
退
職
〉

令
和
７
年
３
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
田　

竜
雄

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ロ
ー
ラ
ー　

ミ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
異
動
〉
※
（　

）
内
は
前
職

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
（
専
門

調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）　　
　
　

塚
田　
　

洋

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
憲
法
調
査
室
主
任
、
政
治
議
会
調
査

室
主
任
兼
務
）　           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

公
夫

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
財
政
金
融
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任
）

 

奥
山　

裕
之

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
）

秋
山　
　

勉

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室

主
任
（
電
子
情
報
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

克
尚

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
調
査
及

び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
主
任
）          　
　
　
　

南　
　

亮
一

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室

主
任
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
）

内
海　

和
美

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任

遠
藤　

厚
志

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
憲
法
調
査
室
主
任

佐
々
木　

弘
通

電
子
情
報
部
長
（
総
務
部
副
部
長
）　　
　
　
　
　

 　

藤
本　

和
彦

総
務
部
副
部
長
、
総
務
課
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
副
部
長
、
会
計
課

長
事
務
取
扱
）　　
　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

智
子

総
務
部
副
部
長
、
企
画
課
長
事
務
取
扱
（
総
務
部
副
部
長
、
総
務
課

長
事
務
取
扱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

川
西　

晶
大

総
務
部
副
部
長
、
会
計
課
長
事
務
取
扱
（
司
書
監　

利
用
者
サ
ー
ビ

ス
部
付
、
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
兼
務
）　　
　

       　
　
　

小
熊　

美
幸

総
務
部
副
部
長
（
主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
）

恩
田　

裕
之

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
付
、
国
会
分
館
長
事
務
取
扱
（
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

野
口　

貴
弘

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
（
主
幹

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
）　　
　
　

            

河
合　

美
穂

収
集
書
誌
部
副
部
長
、
収
集
・
書
誌
調
整
課
長
事
務
取
扱
（
総
務

部
副
部
長
、
支
部
図
書
館
・
協
力
課
長
事
務
取
扱
）　　

  

立
松　

真
希
子

電
子
情
報
部
副
部
長
（
総
務
部
副
部
長
、
人
事
課
長
事
務
取
扱
）

兼
松　

芳
之

司
書
監　

総
務
部
付
、
主
任
司
書
兼
務　

関
西
館
付
（
主
任
司
書

収
集
書
誌
部
付
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
柴　

忠
彦

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
、
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
事
務
取
扱

（
電
子
情
報
部
電
子
情
報
企
画
課
長
）　    　
　
　
　
　
　

伊
東　

敦
子

A4 28頁 季刊 440円（税込）A4 28頁 季刊 440円（税込）
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会
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